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１．はじめに 

1.1 GIGAスクール構想の早期実現

平成 29 年度から移行した学習指導要領において，「言語能力」「問題発見・解決能力」に並ん

で「情報活用能力」が学習の基盤となる資質・能力に位置づけられた。また，中央教育審議会

（2021）は，急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力として，「一人一人の児童生徒が，

自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様

な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会

の創り手となることができるようにすることが必要」であるとし，それを受けた文部科学省は 

GIGA スクール構想の実現に乗り出した。文部科学省（ 2021a）によると，令和３年３月末時点

で公立の小学校，中学校，義務教育学校，中等教育学校及び特別支援学校の情報端末の整備状

況について，全自治体の 97.6％が令和２年度内に納品を完了する見込みである。また，デジタ

ル庁ら（2021）によると，GIGA スクール構想に関して教職員が感じている課題は「リテラシ

ーの高い特定の教職員に業務負担が偏ること」「担当教科での ICT の効果的な活用方法が分か

らないこと」「教職員向けの ICT 環境が整備されていないこと」であり，多くの教職員が「 ICT

研修の必要性」を指摘していた。 

1.2 教員研修について 

ICT 活用に向けた教員研修は数多く行われてきたが，子ども達が一人一台端末を学習で活用

することを想定した教員研修のあり方については検討の余地があると考えられる。 

ICT 活用に向けた教員研修について，小清水ら（ 2009）は，離島の教師の ICT 活用指導力向

上に向けた ICT 活用の意義と他者との共同の観点で研修会を行うと，今後の ICT 活用に対する

意欲の高まりが見られることを明らかにしている。また，溝口ら（ 2013）は，小中学校の教員

を対象に「 ICT 機器の活用」「授業での具体的な ICT 活用」「 ICT を活用した授業づくり」「明

日の授業計画立案」という展開で教員研修と，継続的な支援を行うフォローアップ研修を行う

と，ICT 活用の実践を促すことができる，と示唆した。さらに，小清水ら（ 2016）は， ICT 活用

推進リーダー対象の集合研修について「推進機会の設定」「推進に役立つ ICT 活用の事例紹介」

「推進する機器やソフト」「推進プランの作成」の４つの要件に基づいて「問題を共有する」



 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

「推進のアイディアを得る」「推進プランを立案する」「意思を決定する」の項目で実施した

ところ，８割の受講者が所属校において推進実践をした。また， ICT 活用に向けた研修用教材

としては，堀田ら（ 2009）が ICT 活用頻度の低い教員の ICT 活用を促すリーフレットを開発し

ている。

上述のように，一人一台端末環境下以前の ICT 活用に向けた研修会はすでに多く行われてき

たが，学習指導要領で新たに「情報活用能力」の育成が求められており，従前の教員研修のま

までは一人一台端末の新たな学習環境下に反映することは困難であると考えられる。そして，

一人一台端末環境とクラウド活用を前提とした GIGA スクール構想やそれに対応した研修会は

各教育委員会で始まっているが，途上であることは否めない。例えば，斎藤ら（ 2020）は「受

講者が活用してみようと実践に一歩踏み出すためには，研修の中で「 ICT を活用する具体的な

イメージをもつことができたか」がポイントである」と指摘しており， GIGA スクール構想に

おける一人一台端末を活用した授業実践の具体的なイメージを持つためには，活用イメージを

具現化するための研修内容，教材開発が必要であるといえる。

２．目的

本研究では一人一台端末の授業イメージが持てないという課題を解消し，教師が授業で一

人一台端末の活用に積極的になるための研修モデルを開発することを目的とする。

３．方法

本研究における教師用研修モデルの開発手順は下記の通りである。なお，本研究の実践対象

は長野県内にある適正規模の国公立４校（公立 A 中学校・国立 B 小学校・公立 C 中学校・公

立 D 小学校）である。 

3.1 情報収集

まず，研修モデルを作成するにあたり，要件を決めるために文献調査を行った。次に，研修

会の内容・構成や補助教材となる知識用リーフレット（以下，リーフレットとする），演習用ワ

ークシート（以下，ワークシートとする）の作成にあたり， A 校において実態調査を行った。 

2021 年１月に GIGA スクール構想に向けた校内研修会を実施し，研修会後に研修会の内容・構

成に関するアンケート調査を行った。さらに， 2021 年２月３日～３月５日の間，第一著者を含

む大学院生２人が ICT 支援員として A 校に入り，同校教師が一人一台端末を活用した授業実践

にあたってどのような不安や疑問を持っているか，一人一台端末を授業でどのように活用して

いるかについて授業実践や支援内容を記録・分析した。 

3.2 研修モデルの開発 

3.1 で整理した情報をもとに研修会の内容・構成，リーフレット，ワークシートを検討した。

まず，A 校で行った研修会とそのアンケート調査結果をもとに，研修会の内容・構成を著者間

で協議した。次に，その研修内容に基づいて研修会の補助教材となるリーフレットとワークシ

ートを作成した。リーフレットは， ICT 支援員で現場の教師から集まった，一人一台端末を活
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用した授業実践を始めるにあたって不安や疑問に思うことに答えるように，構成を検討し作成

した。ワークシートは，授業構想の演習において補助的に活用できるように，授業の学習活動

ごとに一人一台端末の活用例を記載するように作成した。 

3.3 調査分析 

B～D 校において，リーフレットやワークシートを用いた研修会を行い，その評価及び改善

を行った。まず， 2021 年４月に B 校において，リーフレットを補助的に用いた研修会を実施

し，研修会後に教職員及び大学院生 21 人を対象に，リーフレットの内容に関するアンケート調

査を行った。その後，調査結果に基づいてリーフレットを改善し， 2021 年８月に C 校におい

て，リーフレット【第２版】を用いた研修会を実施し，研修会後に教職員 34 人を対象にリーフ

レット【第２版】に関するアンケート調査を行った。そして， 2021 年９月に D 校において，リ

ーフレット【第２版】とワークシートを用いた研修会を行い，研修会後に教職員 22 人を対象に

ワークシートの内容と研修モデル全体に関するアンケート調査を行った。

４．研修モデル開発のための情報収集 

4.1 基本設計

文献調査をもとに研修モデルを設計・開発するための必要な要件を明確にした。

米田ら（2021）は ICT 活用指導力向上のための研修プログラムの要件を「「（Ⅰ）知識の習得」

「（Ⅱ）技能の習得」「（Ⅲ）知識や技能の活用」「（Ⅳ）模擬授業」」に整理し，（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）（Ⅳ）

の順番で研修会を構成した。米田ら（ 2021）の研修会は１日かかるものであったが，本研究で

は多忙な日々の中で多くの教師が参加できるような１時間程度の教員研修にする。そこで，研

修会の受講者が行う（ Ⅳ）模擬授業は今回の研修会の設計要件には組み込まないこととし，研

修の構成要件は「（Ⅰ）知識の習得」「（Ⅱ）技能の習得」「（Ⅲ）知識や技能の活用」とした。また，

本研究では対象を長野県内の教師とするため，「長野県 1 人１台端末導入ガイドライン」（長野

県 ICT 教育推進センター， 2021）を参考にして教師が「今後一人一台端末を活用した授業を実

践してみよう」と考えるように，内容に組み込む要件を考えた。具体的には，長野県 ICT 教育

推進センターが，令和３年度の目標として「子どもたち全員が，クラウドによる「同時共同編

集」ができる」ことを挙げていることから，「GIGA スクール構想」「一人一台端末」「クラウド

活用」「共同編集」の４点を内容要件として，研修モデルに組み込むこととした。

さらに，ICT 活用頻度の低かった教師が研修会を通して一人一台端末の活用に積極的になれ

るように，研修モデルに研修会で補助的に活用できて，研修会後も手元で確認できるような補

助教材をセットにする。補助教材としては，堀田ら（ 2009）の「 ICT 活用頻度の低い教員の ICT

活用を促すリーフレット」を参考にして，一人一台端末の活用を促すリーフレットと，授業構

想で補助的に活用できるようなワークシートを開発することにした。 

4.2 実態調査

現場の学校の実態に合わせた研修モデルを作成するために，一人一台端末を活用し始めたば

かりの A 校で，GIGA スクール構想へ向けた研修会と， ICT 支援員として A 校教師が一人一台



 

 

 

 

 

    

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

端末を始めるにあたって抱えている疑問に答えることで情報を集めた。 

(1) 研修会の実施と効果測定 

2021 年１月に A 校において，教職員及び ICT 支援員の計 27 人を対象にした GIGA スクール

に向けた研修会を実施した。研修会にあたって，まず情報教育を積極的に推進している教師と

相談し，研修会の目的と内容を決定した。その結果，研修会以前の A 校教師の一人一台端末の

使用状況や過去の研修内容を参考にして，『授業のイメージをもち「こんな授業をやりたいから

一人一台端末を活用してみよう」と考えるようになること』を目的とした研修会にすることと

した。研修会の内容は， 4.1 の要件に基づき表の通りとした（表１）。模擬授業では，操作技術

を身につけながら授業のイメージをもつことができるように，季節に合わせた俳句を作成し画

像を挿入することで情景も表すような Google スライドを用いた国語科の授業を行った。

表１ A 校研修内容

要件 時間 形態 研修内容

（Ⅰ）

知識の習得 

15 講義 ・学校内で既に一人一台端末を活用した授業実践を

している教師の実践事例の紹介や先行的に活用し

ている学校の事例から授業のイメージをもつ。

・GIGA スクール構想の背景について学ぶ。

（Ⅱ）

技能の習得 

25 演習 ・Classroom で課題を出す方法を知る。

・Google スライドと Google スプレッドシートでで

きることを理解する。

（Ⅲ）

知識や技能の活用 

10 演習 ・研修会後に具体的にどの授業でどう活用するかを

考え，教科ごとに共有する。

５ ・疑問に思うことについて質問する。

・アンケートを記入する。

そして研修会後，受講した教師ら 27 人を対象にアンケート調査を行った。回答者数は 12 人

であった。アンケートの質問内容と効果測定法は表の通りである（表２）。

質問１・２について，それぞれ 12 人全員が「そう思う」「ややそう思う」と肯定的に回答し

たことから，研修内容は要件（ Ⅰ）を満たしていたといえる。質問３には， 12 人中 11 人が「そ

う思う」「ややそう思う」と肯定的に回答したことから，研修内容は教師が授業のイメージをも

つことができて，今後授業を実践してみようと思うようなものであったことがわかった。 

(2) ICT支援員 

リーフレットの作成にあたって，第一著者を含む大学院生２人が１ヶ月間 ICT 支援員として

一人一台端末が導入されたばかりの A 校に入り，教師が一人一台端末の活用について抱える困



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

一人一台端末の活用に向けた教師用研修モデルの開発

表２ A 校アンケート内容

番号 質問内容 効果測定方法

１ 今回の研修は GIGAスクール構想の目

的や意義を知るのに役に立ったと思

いますか

４件法（そう思う，ややそう思う，ややそ

う思わない，そう思わない）【必須】

２ 歌集づくりや相互コメントを通して，

一人一台端末環境での共同編集がど

のようなものかをイメージすること

ができたと思いますか

３ 共同編集機能を活用した授業にチャ

レンジしてみたいと思うことができ

ましたか

り感や疑問を集めた。困り感をもっていて支援を希望する教師の疑問に答えたり，支援を希望

せずとも活用頻度の低い教師には積極的に声をかけて授業をともに構想したりした。支援後は 

ICT 支援員が記録表に支援希望内容と支援内容を記入することによって，教師の疑問や困り感

を整理した。

そして，１ヶ月間 ICT 支援員をするなかで集まった，一人一台端末の活用にあたって教師の

抱える疑問や困り感について，筆者３人で協議の上分析した。その結果，①教科等の授業の中

で Google アプリのどんな使い方があるか，②教科等の授業の中でどのように共同編集を使え

るだろうか，③ Classroom の使い方，の大きく３つにまとめられた。具体的には，①は「英語科

の Chromebook ならではの活用例を教えてほしい」「スプレッドシートで度数分布表，ヒストグ

ラム，度数分布多角形のつくり方」等の「教科ならではの活用」という観点の意見が聞かれた。

②は「早く課題が終わった子供が他の人におすすめの参考サイトを紹介する方法のアイディア

がほしい」「表の打ち込みが一人でできない生徒がいるので，生徒同士で同じスプレッドシート

を編集する方法」等の「子ども同士の交流」という観点の意見が聞かれた。③は「子どもが編

集可能な課題の提出方法を教えてほしい」「振り返りシートを Chromebook で生徒が提出できる

ようにしたい」等の「教材配布などのやりとり」の観点の意見が聞かれた。

５.研修モデルの開発 

5.1 研修内容の検討 

4.2 の研修会とアンケート調査をもとに研修内容を検討する。 A 校での研修構成・内容はアン

ケート調査によって，教師が授業のイメージをもつことができて，今後授業を実践してみよう

と思うようなものであったことがわかった。しかし，学校には様々な行事があり校内研修にか

ける時間や回数は限られているのに対して（ Ⅰ）の講義で大幅に時間が延長してしまった。これ

らのことから，先行的な実践事例の紹介は，リーフレットやワークシートに載せることから研



 

 

    

 

 

   

 

 

   

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

表３ 研修内容（改善版）

要件 時間 形態 研修内容

（Ⅰ）

知識の習得 

10 講義 ・GIGA スクール構想の背景について学ぶ。

（Ⅱ）

技能の習得 

25 演習 ・Classroom で課題を出す方法を知る。

・Google スライド又は Google スプレッドシート又

は Jamboard でできることを理解する。

（Ⅲ）

知識や技能の活用 

10 演習 ・研修会後に具体的にどの授業でどう活用するか，

授業構想をし，教科又は学年ごとに共有する。

５ ・疑問に思うことについて質問する。

・アンケートを記入する。

修内容では省略することに改善した。改善した研修内容は表３の通りである。

（Ⅰ）の講義で話す， GIGA スクール構想の背景についての具体的な内容は「新型コロナウイ

ルス感染症対策のための学校の臨時休業に関連した公立学校における学習指導等の取り組み

状況について」（文部科学省， 2021b）から臨時休校中の家庭学習について全国の設置者への調

査で同時双方向型オンライン指導ができたと回答したのが 15％であったことや「 OECD 生徒

の学習到達度調査 2018 年調査（ PISA2018）のポイント」（国立教育政策研究所， 2019）の内容

から，学校外での平日のデジタル機器の利用調査で日本は OECD のなかで学習での使用率が最

下位であること，読解力が低下してきていることを講義した。 

5.2 リーフレットの開発 

5.1 と 4.2 を参考に，研修会において補助的に用いるためのリーフレットを作成した。堀田ら

（2009）では，一人一台端末環境下ではなかったことから，リーフレット開発のためのルール

の各項目について，一人一台端末環境下でも該当するかを著者３人で協議した。

その結果，ルール 46 項目中 37 項目が一人一台端末環境下でも該当するとして本研究で参考

にすることにした。そこで，リーフレットは４ページ構成とし，「GIGA スクール構想の背景」

（p.1），疑問①「教科等の授業の中で Google アプリのどんな使い方があるか」に答えて，探究

的な学習の過程を参考にして活用頻度の低い教師が実践できそうと考えられるように「情報の

収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の活動から一人一台端末を活用してできることを載せ

た「Google Workspace for Education でできること」（ p.2），疑問②「教科等の授業の中でどの

ように共同編集を使えるだろうか」に答えて各アプリの共同編集機能を用いた活用例を示した

「対話的な学びをもたらす ICT 活用」（p.3），疑問③「 Classroom の使い方」に答えて Classroom

で課題を出す方法を示した「まずは Classroom から始めましょう」と「 Q＆A」（p.4）とした。

「GIGA スクール構想の背景」（ p.1）は，5.1 の内容を，「Google Workspace for Education でで
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きること」や「対話的な学びをもたらす ICT 活用」には A 校で一人一台端末を活用している教

師の実践や棚橋ら（ 2021）を参考にした。 

5.3 演習用ワークシートの開発 

研修で授業構想などの演習の時間や，研修会後にも実際に一人一台端末を活用した授業を考

えることができるように演習用ワークシートを作成した。一人一台端末の活用について，八木

澤ら（ 2019）は「授業で ICT を活用する以前から重視されていた教師の知識や技術が一人一台

端末を活用した授業においても重視されていること」が示唆されたとしている。そこで，デザ

インは教師が授業を作成するときに用いる学習指導案をもとに，表の縦方向にガニェの９教授

事象を学習者が主体的に学ぶ様子として表した寺嶋（ 2019）を掲載し，その横に教師が学習活

動を書き込めるようにした。そして，各活動で一人一台端末によって置きかえる活用例を掲載

し，置き換えられるものを選んでチェックマークを入れることで，授業１時間の流れを作って

いくようにした。また，活用例は授業のイメージがわくように，コンピュータ上での具体的な

学習活動をスクリーンショットして画像を載せた。

６．研修の実施と効果測定 

6.1 研修（１回目）の試行 

(1) 効果測定法 

B 校において 4.3 で作成したリーフレットを用いた研修会を実施し，研修会後アンケート調

査してリーフレットの評価を行った。質問内容と効果測定法は表４の通りである。 

(2) 結果 

B 校の質問１と２の調査結果は表５の通りである。表中の縦軸は「３月までの授業における 

ICT 活用状況」の回答，横軸は「リーフレットを参考にして，今後一人一台端末を活用した授

業を実践できそうか」に対する回答を表し，クロス集計表にまとめたものである。研修会以前

「ほぼ毎日」活用していた６人中５人と多くの教師が一人一台端末を活用した今後の授業実践

に積極的な回答をした。さらに，「週に数回以下」「月に数回以下」「使用経験なし」と回答し，

活用頻度が低かったといえる 15 人中７人が今後の授業実践に積極的な回答をし，全体の約半

数を占めた。一方， 15 人中３人（ A 群とする）は一人一台端末を活用した今後の授業実践に消

極的な回答をした。このことから，今回作成したリーフレットは多くの教師にとって「今後一

人一台端末を活用した授業を実践できそうだ」と考えさせるものであったといえる。

質問３では，21 人中 14 人の６割以上の教師が「 Google Workspace for Education でできるこ

と」を，「対話的な学びをもたらす ICT 活用」を 21 人中 10 人，「まずは Classroom から始めま

しょう」を 21 人中 12 人と５割以上の教師が，特に参考になった内容として選択した。しかし

その一方で，「Q&A」は 21 人中５人と，ほかの項目と比べて参考になったと回答した教師が少

なかった。このことから「 Q&A」を改善する必要性が示唆された。

質問４には，A 群から「つなげ方・使い方」「具体的な例」「タイピング練習ソフトや，スク

ラッチの組まれたデータのようなものは導入する予定はないのでしょうか？」といった意見が



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

）

表４ B 校アンケート内容

番号 質問内容 効果測定法

１ ３月までの授業にお

ける ICT 活用状況を

教えてください

４件法（ほぼ毎日，週に数回以下，月に数回以下，活用経験

なし）【必須】

２ リーフレットを参考

にして，今後一人一

台端末を活用した授

業を実践できそうで

すか

５件法（１…とてもそう思う，５…全くそう思わない）で

点数をつける【必須】

３ 特に参考になった内

容を教えてください

複数回答可の選択式（GIGA スクール構想の背景（p.1）， 

Google Workspace for Education でできること（p.2），対話的

な学びをもたらす ICT 活用（p.3），まずは Classroom から始

めましょう，Q&A（p.4 ）【必須】

４ 一人一台端末の活用

を始めるにあたり，

さらに知りたいこと

があれば，教えてく

ださい

記述式

表５ B 校質問１・２のアンケート結果

1（とてもそう思
う） 2 3 4 5（全くそう思わな

い） 合計
ほぼ毎⽇ 1 4 1 0 0 6
週に数回 0 1 0 2 0 3
⽉に数回以下 0 2 3 0 0 5
活⽤経験なし 1 3 2 1 0 7
合計 2 10 6 3 0 21 

※縦：「３月までの授業における ICT 活用状況を教えてください」，

横：「リーフレットを参考にして，今後一人一台端末を活用した授業を実践できそうですか」

きかれた。このことから，より具体的な教科の実践事例や，導入までの流れ，タイピング練習

の３点について新たにリーフレットに記載する必要性が示された。 

(3) 改善 

(2)で示唆された「Q&A」の改善やさらに知りたいことをもとにリーフレットを改善した。改
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善したリーフレット（以下，リーフレット【第２版】とする）は，「Q&A」の項目を削除して

「導入までの流れ」と「タイピング練習」の内容に変更した。具体的には「 GIGA スクール構

想の背景」（ p.1），スズキ教育ソフトの『キーボー島アドベンチャー』を紹介した「継続した

タイピング練習が必要！」 (p.1)，「Google Workspace for Education でできること」（ p.2），「対

話的な学びをもたらす ICT 活用」（ p.3），「まずは Classroom から始めましょう」（ p.4），さ

らに導入までの流れを示した「学習で使う前に遊んでみましょう」（ p.4）とした（資料１）。

「導入までの流れ」は，第一著者が実際に小学校で端末の使用に慣れていない子どもたちと

行った，Google スプレッドシートで行うしりとりや 15 分という短時間だけ Google Jamboard を

自由に操作してみるなどの遊ぶことから始める実践を参考にした（図１）。なお，さらに知りた

いこととして挙げられた「具体的な実践例」は，リーフレットのページ数を増やすことはでき

ないこと，一人一台端末環境に普及に伴い，多くのインターネットサイトや本で様々な実践は

紹介されていること，演習用ワークシートに記載するという理由から，リーフレット【第２版】

の中には記載しなかった。

図１ 児童が１人１台端末でクラウドを活用している様子 

6.2 研修会（２回目）の試行 

(1) 効果測定法 

C 校においてリーフレット【第２版】を用いた研修会を実施し，研修会後アンケート調査し

て，リーフレット【第２版】の評価を行った。質問内容と効果測定法は表６の通りである。 

(2) 結果

質問１・２の結果は表７の通りである。表中の縦軸は「８月までの授業における ICT 活用状

況」を回答し，横軸は「リーフレットを参考にして，今後一人一台端末を活用した授業を実践

できそうか」に対する回答を表している。研修会以前，「ほぼ毎日」活用していた５人全員が，

今後の授業実践について中間の３と回答していた。さらに，「週に数回以下」「月に数回以下」

「使用経験なし」と回答し，研修会以前 ICT 活用頻度が低かったといえる 29 人中 16 人が，今

後の授業実践に積極的な回答をした。その一方で， 29 人中４人が消極的な回答をした。このこ

とから，今回作成したリーフレット【第２版】は活用頻度の低かった多くの教師にとって「今



 

   

 

  

 

  

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

表６ C 校アンケート内容

番号 質問内容 効果測定方法

１ ８月までの授業における ICT 活用状況

を教えてください

４件法（ほぼ毎日，週に数回以下，月に数

回以下，活用経験なし）【必須】

２ リーフレットを参考にして，今後一人

一台端末を活用した授業を実践できそ

うですか

段階（１…とてもそう思う，５ …全くそ

う思わない）で点数をつけてもらう【必

須】

表７ C 校質問１・２のアンケート結果

1(とてもそう思う ) 2 3 4 5（全くそう思わな
い） 合計

ほぼ毎⽇ 0 0 5 0 0 5
週に数回 1 3 2 0 1 7
⽉に数回以下 0 3 2 1 0 6
使⽤経験なし 3  6  5  2  0  16
合計  4  12  14  3  1  34  

※縦：「８月までの授業における ICT 活用状況を教えてください」，

横：「リーフレットを参考にして，今後一人一台端末を活用した授業を実践できそうですか」

後一人一台端末を活用した授業を実践できそうだ」と考えるものであったといえる。 

6.3 研修モデルの実施と効果測定 

(1) 効果測定法 

リーフレット【第２版】とワークシートを用いた研修モデルを D 校で試行し，アンケート調

査を実施し，ワークシートと研修モデルの評価を行った。アンケートの質問内容と効果測定法

は，表８の通りである。 

(2) 結果

質問１・２のアンケート調査の結果は表９の通りである。表中の縦軸は「１学期までの授業

における一人一台端末の活用状況」を回答し，横軸は「ワークシートを活用することで，すぐ

に一人一台端末を活用した授業を実践できそうか」に対する回答を表している。研修会以前「ほ

ぼ毎日」活用していた５人全員が，今後の授業実践に積極的な回答した。さらに，「週に数回以

下」「月に数回以下」「使用経験なし」と回答し，研修会以前の活用頻度が低かった 17 人中３人

が，今後の授業実践に積極的な回答をした。その一方で， 17 人中 10 人が消極的な回答をした。

質問３「そう回答した理由」について，教師からは「活動を見える化することでより具体的

にイメージできる」といった一人一台端末を活用した授業のイメージができるという意見が聞

かれた。その一方で，「自信がないので，必要に迫られないとできない気がします …。」といっ

た教師自身の自信のなさを理由としている意見が多く得られた。



 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

一人一台端末の活用に向けた教師用研修モデルの開発

表８ D 校アンケート内容

番号 質問内容 効果測定法

１ １学期までの授業における一人一台端

末の活用状況を教えてください

４件法（ほぼ毎日，週に数回以下，月に数

回以下，活用経験なし）【必須】

２ ワークシートを活用することで，すぐ

に一人一台端末を活用した授業を実践

することができそうだと思いますか？

５段階（１…とてもそう思う，５ …全く

そう思わない）で点数をつける【必須】

３ （一人一台端末を活用した授業を実践

することができそうだと思います

か？）の質問について，そう回答した

理由を教えてください

記述式【必須】

４ 本研修会以前，一人一台端末を活用し

た授業実践への不安はありましたか？

５段階（１…とても不安，５ …全く不安

はない）で点数を付ける【必須】

５ 本日の研修を通じて，一人一台端末を

活用した授業実践への不安は解消され

たと思いますか？

５段階（１…とてもそう思う，５ …全く

そう思わない）で点数をつける【必須】

表９ D 校質問１・２のアンケート結果

1（とてもそう思
う） 2 3 4 5（全くそう思わな

い） 合計
ほぼ毎  ⽇  3  2  0  0  0  5
週に数回  0  2  0  1  0  3
⽉に数回以下 0 1 1 4 0 6
使⽤経験なし 0  0  3  4  1  8
合計  3  5  4  9  1  22  

※縦：「１学期までの授業における一人一台端末の活用状況を教えてください」，

横：「ワークシートを活用することで，すぐに一人一台端末を活用した授業を

実践することができそうだと思いますか」

質問４・５の回答結果は表 10 の通りである。表中の縦軸は「研修会以前，一人一台端末を活

用した授業実践に不安があったか」を回答し，横軸は「研修を通じて，一人一台端末を活用し

た授業実践への不安を解消されたか」に対する回答を表し，クロス集計表にまとめたものであ

る。研修会以前に不安の少なかった４人は，全員研修会後にも不安が解消されたと回答した。



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 10 D 校質問４・５のアンケート結果

１（とてもそう思
う） 

2 3 4 ５（全くそう思わ
ない） 合計

1（とても不安） 0  1  4  5  1  11  

2 3 0 1 0 0 4 

3 2 1 0 0 0 3 

4 2 1 0 0 0 3
5（全く不安はな

い） 
1 0 0 0 0 1

合計  8  3  5  5  1  22  

※縦：「本研修会以前，一人一台端末を活用した授業実践への不安はありましたか？」，

横：「本日の研修を通じて，一人一台端末を活用した授業実践への不安は解消された

と思いますか？」）

一方で，研修会以前に不安に思っていた教師は， 15 人中４人が研修会を通して不安が解消され

たと回答し， 15 人中６人は不安が解消されなかったと回答した。このことから，今回作成した

ワークシートは研修会以前も活用頻度の高かった教師にとって，授業のイメージがわいてさら

に授業を実践していこうと考えるものであったが，活用頻度の低い教師には教師自身の操作に

対する自信のなさが壁となって活用してみようと考えるには難しいものであったことが分か

った。そして，それが原因となって今回作成した研修モデルが不安を感じていなかった教師が

不安を感じるようにはならなかったが，活用頻度の低い教師の不安をすべて解消できるもので

はなかったと考えられる。

７．まとめと今後の課題

本研究では，本研究では一人一台端末の授業イメージが持てないという課題を解消し，教師

が授業で一人一台端末の活用に積極的になるための研修モデルを開発することを目的とした。

まず，授業のイメージがわく研修内容や，現場の教師が一人一台端末を活用するにあたり疑

問に思っていることを研修会や ICT支援員を通して情報収集を行った。次に，その情報をもと

に研修内容と，補助教材として一人一台端末を活用するとできる実践例などを示した知識用リ

ーフレット，学習活動ごとに一人一台端末の活用例を記載した演習用ワークシートを開発した。

そして，それらを用いて研修会を行い，そのアンケート調査を実施した。リーフレットについ

ては，研修会でとったアンケート調査の結果をもとに改善した。その結果，改善したリーフレ

ットとワークシートを用いた研修会でとったアンケート調査によって，探究的な学びの過程や

共同編集機能での活用例を示したリーフレットは教師が今後の授業実践に積極的になれるも

のであり，授業内での活用場面を示した演習用ワークシートは研修会以前にも活用頻度の高か

った教師は授業のイメージがわくものであったことが示唆された。

しかし，活用頻度の低い教師にとっては演習用ワークシートが実践に対する壁を作ってしま
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うものであったため，研修モデルとして多くの教師の不安が解消されるには至らなかった。そ

こで，より活用頻度の低い教師が一人一台端末の活用に積極的になれる研修モデルにするため

に，教師の自信のなさを解消するような演習用ワークシートを改善し，研修モデルを洗練する

ことと，本研究では主に著者が研修会及びアンケート調査を行ったため，教師との間に忖度が

あった可能性もあることから，著者以外の教師が今回開発した研修モデルで研修会を行っても

同様の結果が得られるか検証することが今後の課題である。
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